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研究成果の概要（和文）： 
 
研究成果の概要（和文）：対話コミュニケーションにおいて、話し手と聞き手はどのように話題
を共有し、どんな手続きによって対話を相互に進行させるのか。日英語の対話コーパスを同一
指示関係と発話機能を中心に分析すると、一定のパターンの発話連鎖や相互行為の特徴を抽出
することができた。この分析により、聞き手役割を軸とした対話理解モデルを提案できたのは
重要な成果である。同時に、このモデルの検証を行いながら、現実の対話に応用可能な項目を
整理して、対話型言語教育に活かすための実用的な対話コミュニケーション教材の開発研究を
進めた。 
 
研究成果の概要（英文）： We aim to explore how the interlocutors share the topics in dialogic 
discourse, and how they use co-referential devices and interact each other in dialogue 
communication. One of our important findings based on the analysis of comparable corpora 
of English and Japanese dialogue is that typical patterns of utterance sequence can play 
significant role in presenting the dialogue processing model with respect to non-primary 
speaker’s role. As we investigate the function of this task-oriented dialogue, we can collect 
a number of useful patterns of topic management to be applied to the real speech and 
language learning as language resources for dialogue skills. 
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１．研究開始当初の背景 
対話研究は、コミュニケーションのメカニズ
ムと理解プロセスの解明を追究することが目
的であり、文理双方向からの研究の取り組み
が近年急速に進んでいる学際的な研究分野で
ある。しかしながら、現実には言語学の領域
における会話・談話研究と人と計算機の意思
疎通を重要な課題とする情報工学・人工知能

分野からの自然言語処理のアプローチとが融
合する機会は極端に少ない。さらに、対話コ
ーパスは、最も自然でかつ多様性にとむ言語
資源でありながら、その分析方法や利用に関
する研究は複数の研究領域に分散しており、
統合的・体系的に扱う手法はまだ確立されて
いない（石崎・伝 2001）。本研究は自然言語
処理の技術を援用しつつ、従来異分野で個別
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的に行われてきた対話研究の中でも談話の整
合性と関連の深い共参照関係のアノテーショ
ンスキーマのシステムを整備し、コーパス分
析の成果をコミュニケーションベースの言語
教育支援に活かす方法の実現を目指そうとす
るものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日英語の自然発話を収録し
たコンパラブル対話コーパスを利用して、対
話に特化した共参照関係（同一指示関係）の
アノテーションスキーマによるタグ付与（同
じ対象を指示する二つ以上の言語表現の間の
関係を記述する方法）をおこない、対話コミ
ュニケーションのプロセスを明らかにするこ
とである。そしてタグ付与が施されたコーパ
スに基づいてコーパス分析をおこない、対話
的談話における指示表現の分布とグラウンデ
ィング（基盤化）成立過程の関係について対
話理解プロセスモデルを提案する。さらにそ
のモデルを基盤とした対話型言語教材の開発
を目指すものである。 
 
３．研究の方法 
研究計画は基本的に研究代表者を中心に、研
究分担者、研究協力者と連携しておこなった。
1 年目は、エジンバラ大学の対話研究プロジ
ェクトの成果（タグ付けシステム）について
研究協力者とともに検討した。2 年目は代表
者が中心にコーパス研究を推進し、最終年度
は言語教育での実践的利用について研究分担
者と連携した。 
 初年度は、エディンバラ大学における対話
コーパスの研究成果を整理し、対話コーパス
に特化した共参照関係のタグ付与を検討し、
現実的に応用可能なアノテーションスキーマ
を構築した。 
 2 年目は、タグ付与作業とコーパス分析を
通して、対話コーパスにおける自然発話理解
のプロセスを分析した。その際、エジンバラ
大学の対話コーパスにおいては画期的な成果
とされている談話構造に考慮したタグ付与
（ムーブ構造）も活用し、談話の整合性との
関連性についても考察した。 
 最終年度は、過去２年間にわたって行った
日英対話コーパスの利用とその分析結果に基
づく対話理解モデルの提案に関する具体的方
法とモデルの検証結果をとりまとめて、対話
型言語教育に活かすための実用的教材の開発
研究をおこなった。 
 
４．研究成果 
(1) 初年度はエジンバラ大学人間コミュニケ
ーション研究センターの地図課題対話データ
の検討、および対話コーパスに基づく研究成
果の研究調査をおこなった。その後共参照関
係に基づくアノテーションの記述方法につい

て検討した。 
 まず、対話研究プロジェクトの成果研究に
ついて、複数のタグ付けシステムの利用可能
性を中心に検討してきた。特に、スコットラ
ンド（ＵＫ）と日本の研究者間で計画中の新
しい共同研究を促進させるため，ワークショ
ップでの共同発表後、セミナーおよび予備実
験もおこない，研究交流を進めてきた。研究
成果は 2点ある。１つは，共通の基盤（グラ
ウンディング）構築の視点から，対話のコミ
ュニケーションにおける発話の流暢さと対話
理解プロセスとの関係を明らかにするために
有効な方法論を共有できたことであり，もう
１つは，共通の基盤構築に貢献している日英
語の周辺的現象を掘り下げ，言語的・文化的
視点から基礎的な言語データを整理した点で
ある。そして，日英語の言い淀みの部分的な
分析から，発話における共通の基盤の構築と
失流暢さの生起との間には相互的な影響関係
が認められ，日英語の差異をふまえてこれを
明確化する必要があることがわかった。日英
語の差異について相互に比較可能なコーパス
分析をおこなう基盤が得られたことは重要で
ある。データ分析はまだ断片的であるが、今
後も継続して対照言語的視点をふまえた定量
的分析をおこなう必要がある。こうした分析
から、今後は対話理解モデルの提案により、
対話理解を目的とした言語研究に寄与できる
点は意義深い。 
 
(2) 2 年目の研究計画は、タグ付与作業とコ
ーパス分析を通して、対話コーパスにおける
自然発話理解のプロセスを明らかにすること
であった。すでに予想されたように、対話に
は、共参照関係の表面的な記述だけではカバ
ーしきれない談話構造上の複雑さの問題があ
り、一貫性の度合いが一見低いように見える
原因になっている。しかしながら、共参照関
係のつながりを考慮することで話題の焦点を
特定しやすくなり、入れ子のようになってい
る対話構造をひもときながら作業することが
有益であることがわかってきた。さらに、対
話においては、共参照関係が十分に確立され
ないまま、次の共参照関係の構築に移るとい
う傾向があり、話題となる要素の推移もより
頻繁に起こっている。こうした推移パターン
のふるまいを全体のコーパス分析には取りこ
んでいくことは重要であり、対話構造の階層
性を明らかにすることは意義がある。 
 また、談話単位の前後では、ほぼ確実に、
流暢さに欠ける発話 (Disfluencies)や不連
続な談話要素（Discontinuous elements）が
生じている。こうしたいわば話題と話題の推
移する狭間で現れてくる現象には、語用論的
推論を介して照応関係が理解される間接照応
の現象もあり、メトニミー的照応と合わせて, 
両者を統一して分析する必要がある。国際語



 

 

用論学会 2011 年大会（マンチェスター）では、
日英のデータに基づいた照応関係と対話特有
の現象についての考察、およびその語用論的
役割について発表した。そして、日英語の対
話の発話者同士が情報を共有していく基盤化
形成の過程には、共参照関係と談話単位をめ
ぐる複数の現象がかかわっていることを単著
（2011）において論じることができたことは、
重要な成果であるといえる。 
 
(3)そして、最終年度までに行われた日英対話
コーパス分析の重要な成果は、聞き手役割を
軸とした対話理解モデルを提案できたことで
ある。具体的には、①話し手の発話と聞き手
の発話を区別して、発話機能分析を行い、典
型的に認定ムーブ(acknowledge move)として
一様に標記される傾向があるあいづち表現を
聞き手発話としてとらえ直した。②この認定
ムーブと他のムーブとのつながりを分析し、
発話連鎖のプロセスや相互行為の質的な違い
を記述することが可能となった。（図１参照）
③その結果、どんなパターンの発話連鎖がど
のタイミングで出現し、対話進行においてど
のような聞き手役割が対話の進行に有効であ
るかについて、一定のパターンを複数抽出す
ることができた。 
 同時に、このモデルの検証を行いながら、
対話型言語教育に活かすための実用的教材の
開発研究を進めた。研究の意義としては、地
図課題対話データが現実の発話に一般化でき
る部分を活用し、対話教育的視点から教材と
して必要な項目を抽出できたことである。今
後は、こうした項目を整理し、対話的事例を
活かした外国語学習教材やコミュニケーショ
ン教材の基礎となる内容を具体的なデータで
検証する作業を進めたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本研究の成果は、現在、研究報告書として
まとめており、発表の窓口としてウェブでの
公開を計画している。 
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ムーブ連鎖(move  sequences) の例
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